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 ごあいさつ

こ
の
度
、
一
月
十
一
日
付
で
中
部
森
林
管
理

局
長
を
拝
命
し
ま
し
た
宮
澤
俊
輔
で
す
。

「
長
野
の
林
業
」
の
読
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
国
有
林
野
の
管
理
・
経
営
に
格
別
の
ご
理

解
・
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
国
有
林
の
現
場
勤

務
は
、
北
海
道
営
林
局（
当
時
）と
関
東
森
林
管

理
局
で
あ
り
、
中
部
森
林
管
理
局
は
初
め
て
の

勤
務
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
は
東
京
生

ま
れ
で
、
こ
れ
ま
で
中
部
局
管
内
で
生
活
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
父
は
長
野
県
飯
山
市

出
身
で
、
幼
少
期
に
は
夏
休
み
に
父
の
実
家
で

祖
母
や
従
弟
と
遊
ん
だ
思
い
出
も
あ
り
、
こ
ち

ら
で
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
も
何
か
の
ご

縁
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
七
月
九
州
北
部
豪
雨

の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
無

い
雨
が
い
つ
、
ど
こ
で
降
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
に
あ
る
た
め
、
当
局
で
は
、
国
有
林
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
山
災
害
が
発
生
し
た
初

動
段
階
に
お
い
て
、
県
や
市
町
村
等
と
の
合
同

に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
広
域
的
な
被
害
調

査
の
実
施
や
森
林
土
木
技
術
者
等
で
編
成
す
る

「
山
地
災
害
対
応
チ
ー
ム（
M
D
S
A
T
）」
の
派

遣
な
ど
、
迅
速
か
つ
積
極
的
な
対
応
を
行
う
考

え
で
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
木
材
関
係
の
業
務
に
長
く

従
事
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

や
森
林
環
境
教
育
等
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
活
か

し
て
お
役
に
た
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

管
内
の
各
県
や
市
町
村
、
関
係
団
体
、
そ
し

て
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、
管
内
の
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
ひ
い
て
は
地
域

の
振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
の
多
く
が

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
林
業
の
成
長

産
業
化
の
実
現
に
向
け
、
豊
富
な
森
林
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、

経
済
ベ
ー
ス
で
活
用
で
き
る
森
林
に
つ
い
て
は

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
体
に
森
林
の
経

営
・
管
理
を
集
積
・
集
約
化
す
る
と
と
も
に
、

経
済
ベ
ー
ス
で
活
用
で
き
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
市
町
村
が
公
的
管
理
を
担
う
た
め
の
仕
組
み

で
あ
る
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
構

築
す
る
た
め
の
法
案
を
本
年
の
通
常
国
会
に
提

出
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
移
行
し
て

今
年
で
六
年
目
を
迎
え
る
中
部
森
林
管
理
局
と

し
て
は
、
徹
底
的
な
コ
ス
ト
縮
減
や
、
最
も
山

元
へ
の
還
元
が
大
き
い
無
垢
製
材
等
に
使
わ
れ

る
木
材（
い
わ
ゆ
る
Ａ
材
）を
い
か
に
高
く
買
っ

て
も
ら
う
か
、
と
い
っ
た
民
国
共
通
の
課
題
解

決
に
向
け
、
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

の
推
進
や
、
林
業
事
業
体
の
生
産
性
向
上
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
、
Ａ
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化（
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
）な
ど
に
率
先
し
て
取

り
組
み
、
そ
の
成
果
は
民
有
林
の
方
々
に
普
及

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
は
、「
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
円
滑
な
運
営
に
貢
献

中部森林管理局長
宮澤　俊輔

新
任
ご
挨
拶
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募金活動に御協力をお願いします。

植樹の様子

イ ベ ン ト

街 頭 募 金

長野県 林務部 森林づくり推進課

　４月28日（土）から５月４日（金）は
「みどりの週間」です。県内各地で、この
期間中、高校生ボランティアの皆さんなど
と一緒に緑の募金活動を行います。
　「緑の募金」は、多くの「人と緑」をつ
なげる活動に役立てられますので、御協力
をお願いします。

　4月以降県内各地域で、緑化に関する多くのイベントが開催されます。
　国土緑化運動の中心的な行事である第67回全国植樹祭（平成28年６月）
を長野県で開催し、県内での緑化に対する期待・関心が高まっている流れを
受けて、平成30年度も県内各地で植樹祭や緑の募金活動等の様々な緑化運動
が行われます。皆さんも植樹会場や身近な山や公園に足を運んでいただき、
緑と触れ合ってみませんか。

　県では、毎年「ふるさとの森づくり県民
の集い」（県植樹祭）を行っています。平成
30年度は、６月2日（土）に下伊那郡売木
村南信州広域公園において開催するほか、
県内各地で植樹祭が行われます。
　緑に親しみ、楽しめる企画を準備してい
ますので、多くの方のご参加をお待ちして
います。
　また、県内各地で「信州 山の日」に関連
したイベントが行われますので、こちらも
是非ご参加ください。

4月1日から5月31日は『緑化推進特別強調期間』です。
この2カ月間は特に県内各地で緑化運動が行われます。
緑の募金活動や緑化活動などの実施について、ご協力をお願いします。

長野県PRキャラクター
「アルクマ」
　長野県アルクマ©
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公益財団法人 長野県緑の基金
長野市大字南長野字幅下692-2　長野県庁内
TEL026-232-0111 内線4819  FAX026-234-0330
Eメール　green@midori-joho.gr.jp
ホームページ　http://www.midori-joho.gr.jp/

ふるさと信州に緑の輪を広げようふるさと信州に緑の輪を広げよう
美しい信州の緑や森林づくりのため、「緑の募金」に協力をお願いいたします。

うみやまあひだ映画上映
2017ミス日本みどりの女神野中葵さん

藤岡牧夫氏のトークショー

みどりの少年団交流会開催 森林環境教育指導者研修会開催

長野パルセイロ試合開始前の募金活動
高校生による募金活動

ご協力をいただきました「緑の募金」は、里山の手入れ、
みどりの少年団の育成などに活用させていただきました。

明日を担う子どもを育てる

森林･林業の啓発と
緑化事業 緑の募金事業

事業の体系

●情報誌等による広報、普及宣伝

●県民の集い等の開催

●講演会の開催等

●都市緑化等の環境整備

●森林づくり等実践参加の促進

●緑の募集活動

●公募事業の実施

●緑化の推進等

●みどりの少年団の育成

募金総額 79,152,191円平成29年

公募事業
（緑の募金公募事業）
　　5.3％

(公社）国土緑化推
進機構の中央事業
（海外植林、公募事業
など）  3.6％

募金活動経費　　
（募金運動啓発、募金資材
など） 　 10.6％　　  

人づくり事業
（みどりの少年団の育成、
指導者の養成など）
21.1％

緑化の推進事業
（公共施設の緑化、
緑化木の配布植樹、
育樹祭の開催など）

59.4％
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トピックス

　

平
成
三
十
年
二
月
十
五

日
に
、
塩
尻
市
「
長
野
県

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に

お
い
て
、
新
た
に
林
業

士
と
し
て
認
定
し
た
六
名

に
、
認
定
証
書
を
授
与
し

ま
し
た
。

　

林
業
士
は
、
森
林
・
林

業
を
け
ん
引
す
る
地
域

リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
二
年

間
で
延
べ
四
十
六
日
間
の

研
修
を
終
え
た
の
ち
に
、

書
類
や
面
接
に
よ
る
審
査

を
経
て
認
定
し
ま
す
。
こ

の
林
業
士
制
度
は
長
野
県

独
自
の
も
の
で
、
昭
和

四
十
九
年
か
ら
の
四
十
四

年
間
で
五
百
三
十
三
名
を

認
定
し
、
県
内
各
地
域
で

活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
式
で
は
、
審
査
委
員
長
の
菅
原
聡
様（
信
州
大
学
名
誉
教
授
）か
ら
「
夢

を
持
ち
自
ら
行
動
す
る
林
業
士
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
長
野
県
林
業
士
会
会

長
の
飯
森
幸
彦
様（
岡
谷
市
）か
ら
は
「
一
人
で
活
動
す
る
の
は
大
変
で
あ
り
、

林
業
士
会
に
入
っ
て
仲
間
と
と
も
に
活
動
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
お
言
葉
を
、

平
成
二
十
九
年
度　

平
成
二
十
九
年
度　

  
長
野
県

長
野
県
林
業
士
認
定
証
書

林
業
士
認
定
証
書

　
　

授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た

　
　

授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
﨑
明
林
務
部
長
か
ら
認
定
証
書
を
授
与
さ
れ
た
後
に
、
認
定
者
を
代
表
し

て
片
山
真
様（
小
谷
村
）が
「
山
や
木
が
大
好
き
な
仲
間
た
ち
と
森
林
を
守
っ
て

い
く
こ
と
を
誓
う
」
と
力
強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
認
定
し
た
六
名
の
新
た
な
林
業
士
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
、
里
山
の
利
活
用
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
に
御
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
！　

新
た
な
林
業
士
！

 

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【林業士】

小泉　正幸
諏訪市

株式会社　創恒

【林業士】

和泉　文康
松本市

株式会社　創恒

【林業士】

山崎　信悟
長野市

中川村役場（委嘱）

【林業士】

高畑　貴紀
佐久市

【林業士】

百瀬　太郎
駒ケ根市
自営

【林業士】

片山　真
北安曇郡小谷村
朝日村役場
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トピックス

平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
度  

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催

　

今
年
度
は
、
国
有
林
関
係
か
ら
十
六
課
題
、
民
有
林
・

学
校
関
係
等
か
ら
十
六
課
題
の
合
わ
せ
て
三
十
二
課
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た

り
宮
澤
局
長
か

ら
、『
今
回
の

交
流
発
表
会

で
は
全
部
で

三
十
二
課
題
、

幅
広
い
分
野
に

つ
い
て
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
本
当
に

忙
し
い
業
務
あ

る
い
は
学
業
の

中
で
取
り
組
ま

れ
た
も
の
で
あ

り
、
今
ま
で
の

ご
苦
労
に
感
謝

　

一
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
、
中
部
森
林
管
理

局
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
平
成
二
十
九
年
度
中
部
森
林

技
術
交
流
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、管
内
の
国
有
林
及
び
民
有
林
の
行
政
・

教
育
・
研
究
機
関
、
林
業
事
業
体
等
が
、
森
林
・
林
業
に

関
す
る
試
験
研
究
、
事
業
で
実
証
し
た
先
導
的
な
技
術
や

森
林
環
境
教
育
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
発
表
・
紹
介
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
成
果
を
普
及
し
、
更
な
る
森
林
・

林
業
及
び
木
材
産
業
の
発
展
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
良
い
発
表
と
な
り
ま
す
こ
と
、

そ
し
て
ま
た
、
そ
の
発
表
を
巡
っ
て
真
摯
な
議
論
が
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
日
・
明
日
の
発
表
さ
れ
る
研
究
の
中
身
が
、
将
来
の

森
林
林
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま

す
。』
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
発
表
で
は
、「
森
林
技
術
」、「
森

林
ふ
れ
あ
い
」、「
森
林
保
全
」
の
部
門
ご
と
に
発
表
し
、

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
や
、

地
域
と
協
働
し
た
取
組
、

独
自
に
着
目
し
て
掘
り
下

げ
た
課
題
や
新
た
に
取
り

組
ま
れ
た
開
発
課
題
な

ど
、
勉
学
・
業
務
研
究
に

よ
り
得
ら
れ
た
成
果
に
つ

い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

一
日
目
の
発
表
会
終
了

後
に
は
、
信
州
大
学
農
学

部
岡
野
哲
郎
教
授
か
ら
国

有
林
関
係
、
二
日
目
は
名

古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農

学
研
究
科
田
中
隆
文
准
教

授
か
ら
民
有
林
・
学
校
関

係
に
つ
い
て
、
各
課
題
の

着
眼
点
や
効
果
、
今
後
進

め
て
も
ら
い
た
い
方
向
な

ど
に
つ
い
て
、
先
生
方
の

研
究
分
野
で
得
ら
れ
た
知

識
や
経
験
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
は
、
森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
齋
藤
智
之

氏
よ
り
「
中
部
地
方
に
お
け
る
ス
ズ
タ
ケ
の
一
斉
開
花
」

と
題
し
て
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
タ
ケ
・
サ
サ
類
の
生
活

史
特
性
、
熱
帯
の
タ
ケ
の
開
花
周
期
、
日
本
の
タ
ケ
の
開

花
周
期
、
中
部
の
ス
ズ
タ
ケ
一
斉
開
花
の
特
徴
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
例
年

よ
り
多
い
課
題
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
発
表
者
・

聴
講
者
等
を
含
め
二
日
間
で
延
べ
四
百
名
近
く
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
賞
課
題
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
発
表
順
で
掲
載
）

❖
国
有
林
関
係

❖
国
有
林
関
係

※
局
長
優
秀
賞

☆
付
属
路
の
開
設
に
よ
る
効
率
的
な
生
産
事
業
へ
の
取
組

　
　

北
信
森
林
管
理
署　
　

  

西
方 

雄
一
郎
・
岡
本　

守

☆
国
有
林
に
お
け
る
無
人
航
空
機
の
計
測
的
活
用

　
　

飛
騨
森
林
管
理
署　
　
　

 

三
谷 

果
穗
・
本
間 

丈
瑠

☆
岐
阜
森
林
管
理
署
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策　
　
　
　
　
　

　

〜
職
員
の
意
識
向
上
と
職
員
捕
獲
の
取
組
〜

　
　

岐
阜
森
林
管
理
署　
　
　

小
原 

弘
明
・
日
吉 

晶
子

☆
長
野
県
軽
井
沢
町
に
お
け
る
藪
刈
り
作
業

　
　

東
信
森
林
管
理
署　
　
　
　
　
　
　
　

下
岡 

正
幸

　
　

軽
井
沢
西
地
区
国
有
林
藪
刈
り
実
行
委
員
会

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
越 

綾
子

※
局
長
努
力
賞

☆
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
治
山
緑
化
工

　
　

中
信
森
林
管
理
署　
　
　

帆
足 　

郁
・
向
山 　

剛

☆
金
沢
山
ヒ
ノ
キ
林
分
に
お
け
る
漸
伐
作
業
の
取
組

　
　

南
信
森
林
管
理
署　
　
　

竹
内 

智
絵
・
源
田 

聡
子

　
　

信
州
大
学　

松
井 

美
希
子
・
齋
藤 

仁
志
・
植
木 

達
人

【
中
部
森
林
管
理
局
】

受賞者記念撮影受賞者記念撮影

学生による発表　学生による発表　 発表会の様子　発表会の様子　
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☆
木
曽
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
補
助
に
か
か
る
取
組

　

〜
サ
サ
処
理
方
法
か
ら
み
え
て
き
た
も
の
〜

　
　

木
曽
森
林
管
理
署　
　
　
　
　
　
　
　

早
川 

幸
治

　
　

森
林
総
合
研
究
所

　

酒
井 

武
・
星
野 

大
介
・
齋
籐 

智
之

　
　

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー 　

黒
田 　

誠

☆
多
様
な
森
林
へ
の
誘
導
に
向
け
た
モ
デ
ル
林
に
お
け
る
取
組

　
　

南
木
曽
支
署 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
坂 

博
和

☆
自
然
侵
入
促
進
工
に
よ
る
林
地
復
旧
の
取
組

　
　

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所　
　
　
　
　

 

佐
藤 

義
和

　
　

㈱
愛
紘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

原 

大
吾
郎

☆
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
た
め
に　
　
　
　

　

〜
岐
阜
森
林
管
理
署
の
取
組
〜

　
　

岐
阜
森
林
管
理
署　
　
　
　
　
　
　
　

 
平
杤 

潤
己

☆
高
標
高
地
、
遠
隔
地
に
お
け
る
森
林
整
備
等
の
課
題
整
理

　
　

富
山
森
林
管
理
署　
　
　

千
村 

知
博
・
村
中 
健
彦

☆
列
状
間
伐
が
ヒ
ノ
キ
の
成
長
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

　

〜
樹
幹
解
析
に
よ
る
成
長
量
の
評
価
〜

　
　

森
林
技
術
･
支
援
セ
ン
タ
ー　

三
村 

晴
彦
・
堤 

隆
博

☆
サ
サ
の
一
斉
開
花
に
伴
う
森
林
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
　

愛
知
森
林
管
理
事
務
所　
　
　
　
　
　

 

野
口 

和
幸

　
　

森
林
総
合
研
究
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

齋
藤 

智
之

☆
裏
木
曽
登
録
ガ
イ
ド
制
度
の
取
組
に
つ
い
て

　
　

東
濃
森
林
管
理
署　
　
　

伊
藤 

章
代
・
安
藤 

康
生

☆
一
〇
〇
年
先
の
森
林
づ
く
り
発
表
会
の
開
催

　

〜
国
・
県
・
市
が
連
携
し
た
地
域
で
の
取
組
〜　
　
　

　
　

岐
阜
森
林
管
理
署　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
島 

愛
彦

☆
王
滝
村
に
お
け
る
森
林
・
林
業
体
験
交
流
促
進
対
策

　

事
業
の
取
組
に
つ
い
て             

　
　

木
曽
森
林
管
理
署　
　

松
原 

正
志
・
瀧
本 

り
り
こ

❖
民
有
林
関
係
機
関
、
各
種
団
体

❖
民
有
林
関
係
機
関
、
各
種
団
体

※
森
林
・
林
業
振
興
賞

☆
北
ア
ル
プ
ス
雲
ノ
平
に
お
け
る
十
ヵ
年
実
施
し
た
官
民

学
協
働
に
よ
る
植
生
復
元
活
動
に
つ
い
て

　
　

雲
ノ
平
山
荘
代
表　
　
　
　
　
　
　
　

 

伊
藤 

二
朗

　
　

東
京
農
業
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

下
嶋 　

聖

　
　

富
山
森
林
管
理
署　
　
　
　
　
　
　
　

 

千
村 

知
博

☆
岐
阜
県
東
白
川
村
国
有
林
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る

　

水
源
涵
養
機
能
改
善
に
向
け
た
調
査
研
究

　
　

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
﨑 

雅
敏
・
阿
部 　

豊

　
　

筑
波
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

恩
田 

裕
一

☆
シ
カ
食
害
地
の
防
除
方
法
の
比
較
検
討
に
つ
い
て

　
　

長
野
水
源
林
整
備
事
務
所

　

高
橋 

克
明
・
池
神 

真
奈
美

☆
「
南
信
州
鳥
獣
害
対
策
ア
カ
デ
ミ
ー
」
に
よ
る
地
域

　

全
体
の
情
報
共
有
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　

長
野
県
南
信
州
地
域
振
興
局　
　
　
　

 

久
保
田 

淳

☆
原
点
回
帰
：
屋
根
型
道
に
学
ぶ
丈
夫
で
安
価
な
道
づ
く
り

　
　

岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所　
　
　
　
　

 

中
谷 

和
司

　
　

た
か
や
ま
林
業
・
建
設
業
協
同
組
合　

 

長
瀬 

雅
彦

☆
根
鉢
の
低
い
ヒ
ノ
キ
・
コ
ン
テ
ナ
苗
の
育
苗
と
植
栽

　

初
期
の
成
長　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

岐
阜
県
森
林
研
究
所　

 　

渡
邉 

仁
志
・
茂
木 

靖
和

　
　

森
林
技
術
･
支
援
セ
ン
タ
ー　

三
村 

晴
彦
・
堤 

隆
博

☆
１
・
５
年
生
ヒ
ノ
キ
・
コ
ン
テ
ナ
苗
の
育
成
条
件
の
検
討

　
　

岐
阜
県
森
林
研
究
所　
　

茂
木 

靖
和
・
渡
邉 

仁
志

　
　

森
林
技
術
･
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

 

三
村 

晴
彦

❖
大
学
、
高
校
等

❖
大
学
、
高
校
等　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
奨
励
賞

☆
城
山
に
お
け
る
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
　

長
野
県
林
業
大
学
校　
　
　
　
　
　
　

 
南
坂 
拓
杜

☆
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
倒
作
業
を
中
心
に
置
い
た
技
術

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
制
作

　

〜
海
外
と
の
ル
ー
ル
比
較
〜

　
　

長
野
県
林
業
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　

髙
山 

亮
介
・
藤
原 

涼
太
・
堀
井 

拓
人

☆
森
林
路
網
が
ス
ギ
人
工
林
内
の
植
物
種
多
様
性
に

　

及
ぼ
す
影
響

　
　

信
州
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

孝
森 

博
樹

☆
ヒ
ノ
キ
漸
伐
林
に
お
け
る
終
伐
後
の
林
分
状
況
と

　

造
林
費
の
推
定

　

〜
金
沢
山
国
有
林
を
事
例
と
し
て
〜　
　
　
　
　
　

　
　

信
州
大
学　

松
井
美
紀
子
・
斎
藤
正
志
・
植
木
達
人

　
　

南
信
森
林
管
理
署　
　
　

 

藤
井　

勝
・
竹
内 

智
絵

☆
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
枝
と
死
節
の
分
布
特
性　
　

　
　

岐
阜
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
本 

敦
也

　
　

㈱
佐
合
木
材　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岩
室 

宏
基

　
　

岐
阜
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
田 　

仁

☆
県
産
材
で
つ
く
る
画
用
木
炭

　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー　
　

 

境
田 

夕
姫

☆
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
演
習
林
内
の

　

動
物
の
生
態
調
査

☆
演
習
林
内
で
の
モ
ノ
レ
ー
ル
活
用
と
、
林
道
と
の

　

交
差
の
施
工
方
法
に
つ
い
て

　
　

長
野
県
木
曽
青
峰
高
等
学
校

　
　

磯
尾 

ち
な
み
・
黒
澤 

佳
苗

児
野　

稜
・
坪
田 

智
大 　

☆
飛
騨
の
森
林
か
ら
魅
力
発
信
！

　

〜
知
る
・
学
ぶ
・
伝
え
る
〜

　
　

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
腰 

怜
央
・
岩
本 

芽
依

☆
教
え
て
学
ぶ
森
林
活
用

　

〜
一
膳
の
箸
を
通
し
た
森
林
の
役
割
や
大
切
さ
の
啓
発
〜

　
　

長
野
県
下
高
井
農
林
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　

大
平 

悠
斗
・
小
山 

竜
生
・
佐
治 

行
喜
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伊
那
谷
流
域
林
業
活
性
化
諏
訪
地
区
協
議
会
が
主
催
す
る
諏
訪
林
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
平
成
三
十
年
二
月
二
十
三
日（
金
）に
諏
訪
市
で
多
く
の
諏
訪
地
域
林
業
関
係
者

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
木
材
の
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
と
し
て
諏
訪
地
域
の
信

州
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
業
務
管
理
の
効
率

化
の
事
例
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

身
近
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に
日
報
な
ど
の
現
場
情
報
の
把
握
・
管
理
が

で
き
、
そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
効
率
的
な
事
業
計
画
づ
く
り
や
経
営
管
理

に
活
か
せ
る
と
の
こ
と
で
す
。
参
加
し
た
事
業
体
へ
の
波
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
二
部
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
諏
訪
地
域
で
計
画
さ
れ
て
い
る
小
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
計
画
事
業
者
か
ら
概
要
説
明
の
後
、
長
野
県
県
産
材
利
用
推
進
室
、
三
重
県
松

阪
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者
な
ど
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
燃
料
調
達
や
発
電
方
式
、
林
業
関
係
者
と
の
協
力
体
制
、
Ｆ
パ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
共
存
の
方
向
性
な
ど
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。パ

ネ
ラ
ー
か
ら
は
、
計
画
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
に
合
っ
た
施
設
選
択
と

具
体
的
な
数
字（
燃
料
価
格
、
取
扱
量
）を
地

域
に
提
示
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
指
摘
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
も
多
数
の
意
見
が
あ
り
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
、
地
域
の
未
利
用
材

有
効
利
用
の
手
段
と
し
て
小
型
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認

識
、共
有
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

松
本
市
で
は
、
平
成
十
七
年
に
信
州
大
学
と
各
分
野
で
相
互
に
協
力
し
、
地
域

の
発
展
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

こ
の
連
携
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
よ
り
全
国
に
先
駆
け
て
、
衛
星
画
像
を

活
用
し
た
松
く
い
虫
被
害
調
査
に
取
り
組
ん
で
お
り
、こ
の
衛
星
画
像
の
解
析
に
は
、

信
州
大
学
山
岳
科
学
研
究
所
の
加
藤
正
人
教
授
が
開
発
し
た
特
許
技
術
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
年
度
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）に
、

高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
三
十
二
年
に
は
、
こ
の
解
析
に
必
要
な
高
性
能
セ
ン
サ
を
搭

載
し
た
先
進
光
学
衛
星
が
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
先
進
光
学
衛
星
の
林
業
分
野
へ

の
実
証
技
術
開
発
」
と
し
て
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

松
く
い
虫
被
害
調
査
に
お
い
て
は
、
人
が
森
林
内
に
入
っ
て
行
う
目
視
調
査
が

主
流
で
す
が
、
衛
星
画
像
は
、『
鳥
の
目
』
で
森
林
の
様
子
を
空
か
ら
解
析
で
き
る

た
め
、
被
害
の
先
端
部
や
進
行
方
向
な
ど
が
視
覚
的
に
把
握
で
き
、
市
全
体
の
戦
略

的
な
松
く
い
虫
被
害
対
策
が
可
能
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
大
き
な
可
能
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。

【
松
本
市
耕
地
林
務
課
】

【
諏
訪
地
域
振
興
局
】

衛
星
画
像
を
活
用
し
松
く
い
虫
被
害
を
調
査

衛
星
画
像
を
活
用
し
松
く
い
虫
被
害
を
調
査

木
材
の
生
産
性
向
上
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を

木
材
の
生
産
性
向
上
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

①　樹種分類
②　伐採地の抽出
③　樹木位置の抽出
④　森林経営計画への利用
⑤　森林簿の更新
⑥　森林病虫害調査
⑦　木質バイオマス活用におけ
　　る材積調査
⑧　台風等の被災状況調査及び
　　復旧計画

森林リモートセンシングの活用例

松くい虫被害状況図松くい虫被害状況図

健全木
凡　例

枯損木等
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昨
年
の
十
一
月
県
議
会
で
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
五
か
年
の
延
長
が
決
定
し

た
「
森
林
づ
く
り
県
民
税（
森
林
税
）」。

　
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

森
の
め
ぐ
み
」（
上
水
内
郡
信
濃
町
、
重
松 

壽 

代

表
理
事
）は
、
本
年
度
、
こ
の
森
林
税
の
財
源
を
活
用
し
た
「
信
州
の
木
活
用

モ
デ
ル
地
域
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
地
域
材
の
優
し
さ
と
温
か
み
あ
ふ
れ
る
施

設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
内
容
は
、
地
元
の
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
を
配
し
た

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
、
子
供
た
ち
が
楽
し
め
る
小
型
プ
ー
ル
と
花
壇
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
簡
易
ベ
ン
チ
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
敷
き
詰
め
た
テ
ラ
ス
な
ど
で
、
農

産
物
の
地
消
地
産
の
拠
点
で
あ
る
上
水
内
郡
信
濃
町
の
「
道
の
駅
し
な
の
」
に

設
置
し
て
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
る

人
々
に
憩
い
の
空
間
を
提
供
し
ま

し
た
。

　

使
用
さ
れ
た
木
材
は
、
長
野
地

域
か
ら
生
産
さ
れ
た
ス
ギ
や
カ
ラ

マ
ツ
の
間
伐
材
で
、
特
に
小
径
材

を
工
夫
し
な
が
ら
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
施
設
の
特
徴
は
、
整

備
さ
れ
た
す
べ
て
の
施
設
が
可
動

式
と
な
っ
て
お
り
、
テ
ラ
ス
を
は

じ
め
ス
ペ
ー
ス
の
形
状
に
応
じ
て

自
由
自
在
な
組
み
合
わ
せ
が
可
能

な
こ
と
で
、
先
駆
的
、
モ
デ
ル
的

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
や
お
年
寄
り
、
体

森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
た
地
域
材
利
用
の
取
組

森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
た
地
域
材
利
用
の
取
組

〜
「
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援
事
業
」
に
よ
る
木
と
の
ふ
れ
あ
い
空
間
の
創
造

〜
「
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援
事
業
」
に
よ
る
木
と
の
ふ
れ
あ
い
空
間
の
創
造  

〜〜

※
「
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援
事
業
」
は
、
平
成
二
十
九
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま

　

す
。
長
野
県
で
は
県
産
材
利
用
推
進
に
向
け
て
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
長
野
地
域
振
興
局
】

農産物の地消地産を推進するトレーラー農産物の地消地産を推進するトレーラー

小型プールと花壇がセットになった簡易ベンチ小型プールと花壇がセットになった簡易ベンチ

憩いの空間を演出するテラス憩いの空間を演出するテラス

の
不
自
由
な
方
な
ど
の
た
め
に
、
テ
ラ
ス
へ
の
踏
み
台
や
ス
ロ
ー
プ
も
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
お
り
、
集
う
人
に
優
し
い
施
設
で
す
。

　

積
雪
の
多
い
冬
場
に
は
、
施
設
を
一
時
撤
去
し
、
耐
久
性
を
確
保
し
な
が
ら

保
管
し
て
い
ま
す
が
、グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
は
再
び
道
の
駅
を
拠
点
と
し
て
、

様
々
な
場
所
で
憩
い
の
空
間
を
演
出
す
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
信
濃
町
方
面
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
「
道
の
駅
し
な
の
」
で

足
を
止
め
、
農
産
物
な
ど
の
品
定
め
を
し
な
が
ら
、
木
と
の
ふ
れ
あ
い
空
間
を

満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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＝長野県県産材振興対策協議会＝

長野県上伊那地域振興局　林務課
丸太組工 （上伊那郡 箕輪町 東箕輪）

中部森林管理局　北信森林管理署
木製歩道改修（長野市 戸隠 戸隠山国有林）

国土交通省北陸地方整備局　千曲川河川事務所
木工沈床工　（長野市　青木島綱島）

中部森林管理局　木曽森林管理署南木曽支署
木製残存型枠工（木曽郡 南木曽町 北蘭国有林）

長野県環境部　自然保護課
木道工（下高井郡 山ノ内町）

長野県松本地域振興局　林務課
木製はしご土台工（東筑摩郡　麻績村）

長野県諏訪建設事務所
覆砂工（木工沈床）（諏訪市湖岸道り5丁目）

長野県上田地域振興局　農地整備課
木製ステージ　（上田市　殿城）

公共工事における木質土木用材を活用した公共工事における木質土木用材を活用した
第 8回優良工事事例コンテストについて第 8回優良工事事例コンテストについて

平成 29 年度、第 8回優良工事事例コンテストの入賞作品を御紹介させていただきます。平成 29 年度、第 8回優良工事事例コンテストの入賞作品を御紹介させていただきます。
何れも普及性等の高い優秀な応募事例の 20 点から、9点を表彰させていただきました。何れも普及性等の高い優秀な応募事例の 20 点から、9点を表彰させていただきました。

長野県知事賞長野県知事賞 中部森林管理局長賞中部森林管理局長賞

中部森林管理局　東信森林管理署中部森林管理局　東信森林管理署
木製校倉式土留工、丸太水路工、丸太筋工他木製校倉式土留工、丸太水路工、丸太筋工他

（上田市 西内国有林内）（上田市 西内国有林内）

■■長野県木材協同組合連合会理事長賞 ２点長野県木材協同組合連合会理事長賞 ２点■■

■■長野県森林組合連合会会長賞長野県森林組合連合会会長賞■■■■長野県治山林道協会長賞長野県治山林道協会長賞■■

■■長野県県長野県県産材振興対策協議会会長賞産材振興対策協議会会長賞 ３点 ３点■■
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信
州
上
小
森
林
組
合
で
は
、
長
野
県
林
務
部
と
長
野
県
森
林
組
合
長
会
と
の
「
災
害
時
等

信
州
上
小
森
林
組
合
で
は
、
長
野
県
林
務
部
と
長
野
県
森
林
組
合
長
会
と
の
「
災
害
時
等

に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、十
月
二
十
三
日

に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、十
月
二
十
三
日
（（
月月
））、上
田
地
域
振
興
局

、上
田
地
域
振
興
局
（（
林林

務
課
務
課
））
か
ら
支
障
木
撤
去
要
請
が
あ
り
、
対
応
し
ま
し
た
。

か
ら
支
障
木
撤
去
要
請
が
あ
り
、
対
応
し
ま
し
た
。

　

現
場
は
上
田
市
上
塩
尻
及
び
下
塩
尻
地
区
で
十
月
二
十
二
日
の
夜
か
ら
二
十
三
日
の
早
朝
に
か

け
て
台
風
二
十
二
号
に
よ
る
強
風
に
よ
り
多
数
の
広
葉
樹
が
倒
れ
、
周
辺
の
民
家
の
屋
根
や
墓
地

に
被
害
が
発
生
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
地
区
は
、
急
峻
な
斜
面
に
広
葉
樹
の
老
木
が
多
く
、
特
に
倒
木
被
害
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
倒
木
が
重
な
り
合
い
、
治
山
施
設
（
落
石
防
止
柵
等
）
の
上
方
か
ら
民
家
等
に
倒
れ

込
ん
で
お
り
、加
え
て
、近
隣
に
は
家
屋
、送
電
線
、墓
地
等
の
保
護
対
象
物
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
非
常
に
慎
重
か
つ
安
全
な
作
業
が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
り
徐
々
に
上
部
か
ら
切
除
し
、
二
〇
ト
ン
ク
ラ
ス
の
ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
る
と
い

う
高
度
な
作
業
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
そ
れ
ら
に
対
応
で
き
る

技
術
者
等
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
撤
去
作
業
は
無
事
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
要
員
や
機
材
の
確
保

に
係
る
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

撤去前撤去前

撤去後撤去後

いていてていての吊の吊り上り上り上り上げ作げ作げ作げ作業業用ラフラフラフラフタータータータークレクレクレクレーンーンーンーンをををを の吊吊 げげげげ作げ作げ作業業業業業いていててい の吊の吊の吊の吊り上り上り上り上げ作げ作げ作げ作業業業業用用用用ラフラフラフラフタタタタ クレクレクレクレ ンンンンをををを いいい りりりりーーーー ーンーンーンーン

グにグによるよ 切除作業ングググツリツリツリリツリークークークークライライライライミンミンミンミン 切除作除作作業グ 除にによるよ 切除作業グググンツリツリツリリツリークークークークライライライライミンミンミンミンンンンン

長
野
県
森
林
組
合
長
会
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森
の
元気

情報

機
械
に
詳
し
い
藤
原
社
長
は
、
海
外
か
ら
独
自
の
機
械
を
導
入
し
て
改
良

す
る
な
ど
効
率
化
や
生
産
性
を
重
要
視
す
る
と
と
も
に
、
多
企
業
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
話
の
節
々
か
ら
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

二
日
目
に
訪
ね
た
の
が
、
弦
間
林
業
有
限
会
社
で
す
。
ま
だ
四
十
代
で
行

動
力
溢
れ
る
現
社
長
が
、平
成
十
四
年
に
創
立
し
た
会
社
で
す
。
こ
の
会
社
も
、

県
有
林
事
業
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
森
林
を
集
約
化
し
、
小
型
車
両
系
の
民
間

レ
ン
タ
ル
機
を
活
用
し
た
施
業
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

弦
間
林
業
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、
昨
年
か
ら
導
入
し
た
日
報
管
理
シ
ス

テ
ム
「
フ
ォ
レ
ス
ト
モ
バ
イ
ル
」
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
現
場
従
業

員
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
日
報
や
Ｋ
Ｙ
活
動
記
録
を
入
力
し
、
管
理
者
は
そ
の

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
、
従
業
員
に
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。

従
業
員
か
ら
は
、「
空
き
時
間
を
利
用
し
て
入
力
が
で
き
、
効
率
的
で
あ
る
。

現
場
の
生
産
性
や
出
来
高
の
『
見
え
る
化
』
が
図
ら
れ
、
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
る
。」
管
理
者
か
ら
は
、「
集
計
作
業
時
間
の
大
幅
な
短
縮
に
繋

が
っ
た
。
事
務
所
に
い
な
く
て
も
現
場
管
理
が
で
き
、
時
間
の
有
効
活
用
に
繋

が
っ
て
い
る
。」
な
ど
の
意
見
が
聞
け
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
に
は
、
十
五
事
業
体
、
二
十
二
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
雇
用
管
理
や
現
場
管
理
を
担
う
方
も
お
ら
れ
れ
ば
、
現
場
の
最
前
線
を

担
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
参
加

者
の
多
く
が
実
に
多
く
の
質
問
を
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
印
象
的
で
し
た
。
民
間

事
業
体
が
持
つ
判
断
の
速
さ
、
独
創
性

や
小
回
り
の
利
い
た
事
業
運
営
な
ど
、

得
る
こ
と
の
多
い
研
修
会
で
あ
っ
た
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

県
内
の
林
業
事
業
体
の
経
営
基
盤
強
化
と
雇
用
管
理
の
改
善
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
、
二
月
八
日
、
九
日
の
両
日
、
山
梨
県
の
林
業
事
業
体
二
社
を
視

察
し
ま
し
た
。

初
日
に
訪
ね
た
の
が
、
有
限
会
社
藤
原
造
林
で
す
。
従
業
員
十
三
名
の
会

社
で
す
が
、
平
成
十
五
年
か
ら
い
ち
早
く
森
林
施
業
団
地
を
経
営
基
盤
の
中
心

に
据
え
、県
有
林
事
業
な
ど
請
負
事
業
主
体
の
経
営
か
ら
転
換
を
図
り
ま
し
た
。

現
在
四
〇
三
ha
の
森
林
経
営
計
画
の
も
と
、
幅
員
二
・
五
ｍ
の
作
業
道
と
小
型

車
両
系
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た
施
業
を
行
う
な
ど
持
続
可
能
な
林
業
経
営
に
徹

し
て
い
ま
す
。

視
察
で
は
、
そ
う
し
た
作
業
現
場
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

提
唱
す
る
藤
原
社
長
自
ら
が
導
入
を
働
き
か
け
た
ゴ
ル
フ
場
の
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
同
社
で
は
、
こ
の
ゴ
ル
フ
場
に
松
く
い
虫
被
害
木
な

ど
年
間
一
、四
〇
〇
㎥
の
チ
ッ
プ
を
安
定
的
に
納
入
し
て
い
ま
す
。

小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
林
業
事
業
体
に
学
ぶ

〜
長
野
県
林
業
労
働
財
団
に
よ
る
先
進
事
例
視
察
研
修
会
〜

施業地（藤原造林）施業地（藤原造林）
幅員2.5ｍ＋小型車両系機械幅員2.5ｍ＋小型車両系機械

スマートフォンで日報やスマートフォンで日報や
ＫＹ活動を送信　　　　ＫＹ活動を送信　　　　

農業用トラクタに取り付けたチッパー（外国産）農業用トラクタに取り付けたチッパー（外国産）

【
長
野
県
林
業
労
働
財
団
】
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お知らせ

１ 「春の山火事予防運動」及び「春の山火事予防特別強化月間」について

山火事の特徴
地理的、地形条件から、一度発生すると焼損面積が
広範囲に及ぶ危険性が高い火災です。 

山火事は春先に多く発生していますが、次のような
理由が原因と考えられます。
・降雨量が少なく空気が乾燥していること
・季節風が強く吹くこと
・落ち葉が積もって燃えやすい状態になっていること
・農作業等の野外活動が増え、野外で火を使う方が多くなること

 

※ 過去には、お墓参りのろうそくや線香の火が強風にあおられて落ち葉等に燃え移り、
大きな山火事になったこともあります。

 （最近の大きな山火事：平成 14 年３月松本市浅間温泉（約 170ha）、平成 27 年３月岡谷市川岸地区（約 45ha） 

山火事を防ぐために心がけていただきたいこと 
・山火事の原因のほとんどが、「火の取扱いの不注意」で発生しています。
・一人ひとりが、森林の大切さを認識し、防火意識を高めることで山火事を防ぐことがで
　きます。

 

 

２　山火事を防ぐ一番の対策は、『山火事を発生させない！』心がけ、呼びかけです。
屋外での火気の取り扱いには、十分注意していただきますようお願いします。 

山火事予防パトロール
 

平成29年５月５日飯田市林野火災

山火事予防パレード

平成29年度山火事予防ポスター用原画
農林水産大臣賞

私立東海大学付属相模高等学校　２年懸垂幕による啓発

　毎年３月から５月にかけては、空気が乾燥し風が強い日も多いことから山火事、枯草火災
が発生しやすくなります。県では、この期間を「春の山火事予防運動」の実施期間として山
火事の予防に取り組んでいます。山火事等の多くは、田畑での野焼きやたき火、タバコの投
げ捨て等の人為的な原因により発生しており、一人ひとりの心がけで防ぐことができます。
　また、昨年度の県消防防災ヘリコプターの事故を受け、現在、県の消防防災体制の再構築
中ですので、県では３月12日(月)から４月11日(水)までの１ヶ月間を「春の山火事予防特別
強化月間」と定め、地域でのパトロールや広報活動の強化等関係機関が連携して山火事の予
防に取り組みます。
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適
切
な
補
助
金
受
給
事
案
に
対
し
組
合

員
や
県
民
の
皆
様
の
信
頼
を
回
復
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
「
県
内
森
林
組
合
系

統
の
信
頼
回
復
に
向
け
た
行
動
宣
言
」

を
行
っ
た
こ
と
等
、述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
林
務
部
信
州
の
木
活
用

課
長
・
河
合
広
様
、
中
部
森
林
管
理
局

長
・
宮
澤
俊
輔
様
、
農
林
中
央
金
庫
関

　

当
連
合
会
の
第
81
回
通
常
総
会
が
平

成
30
年
２
月
27
日
（
火
）
に
長
野
県
林

業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
、
来
賓
・
会
員

の
皆
様
に
多
数
出
席
を
賜
り
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
林
和
弘
副
会
長
の
開
会
に

続
き
、藤
原
忠
彦
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

平
成
30
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
は
、
森

林
環
境
税
（
仮
称
）
及
び
森
林
環
境
譲

与
税
（
仮
称
）
を
創
設
す
る
と
明
記
さ

れ
た
こ
と
、
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民

税
の
継
続
が
決
ま
っ
た
こ
と
、
信
州
産

カ
ラ
マ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
『
信
州
プ
レ

ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
』
が
発
表
さ
れ
、
各

木
材
セ
ン
タ
ー
で
も
高
値
取
引
さ
れ
、

Ａ
材
と
し
て
十
分
価
値
あ
る
素
材
で
あ

る
こ
と
を
発
信
で
き
た
こ
と
、
系
統
運

動
「
森
林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造
運

動
〜
次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を
創

る
〜
」
に
つ
い
て
実
践
的
な
取
り
組
み

を
進
め
た
こ
と
、
会
員
組
合
に
よ
る
不

　

平
成
29
年
、
３
月
に
は
会
員
組
合
が

補
助
金
適
正
化
法
違
反
で
有
罪
判
決
を

受
け
、こ
の
不
祥
事
に
対
応
す
べ
く「
県

内
森
林
組
合
系
統
の
信
頼
回
復
に
向
け

た
行
動
宣
言
」
を
本
会
と
森
林
組
合
長

会
で
決
定
し
、
４
月
28
日
宣
言
書
を
県

知
事
へ
手
交
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
「
長
野
県
森
林
づ
く
り
県

民
税
」（
森
林
税
）
を
平
成
30
年
度
か

ら
５
年
間
継
続
す
る
条
例
改
正
案
が
県

会
で
可
決
さ
れ
、
12
月
に
は
森
林
組
合

平
成
30
年
度
事
業
計
画

（
総
括
・
概
要
）

平
成
29
年
度
事
業
報
告

（
総
括
・
概
要
）

系
統
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
森
林
整

備
の
安
定
財
源
と
し
て
森
林
環
境
譲
与

税
（
仮
称
）
を
平
成
31
年
に
、
森
林
環

境
税
（
仮
称
）
を
36
年
に
創
設
す
る
こ

と
が
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
明
記
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
の
事
業
状
況
に
つ
い
て
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用

等
で
不
祥
事
の
再
発
防
止
に
努
め
、
行

動
宣
言
の
実
効
性
を
高
め
る
取
り
組
み

と
し
て
、
森
林
組
合
経
営
改
善
支
援
委

員
会
を
立
ち
上
げ
専
門
家
に
よ
る
会
員

へ
の
指
導
助
言
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

受
託
・
買
取
販
売
の
他
、
国
有
林
の
シ

ス
テ
ム
販
売
、
中
部
圏
域
を
核
と
し
た

広
域
的
な
県
森
連
間
連
携
に
よ
る
木
材

販
売
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
取
扱
数
量

２
６
３
千
㎥
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
会
員
並
び
に
国
、
県
、

関
係
機
関
及
び
金
融
機
関
の
皆
様
か
ら

の
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
指
導
に
対
し

ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
全
般
的
に
、
森
林
・

林
業
を
取
り
巻
く
状
況
に
好
材
料
が
増

え
つ
つ
あ
り
、
引
き
続
き
、
行
政
機
関
、

関
係
諸
団
体
と
一
層
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
木
材
安
定
供
給
の
た
め
の
役
割

を
は
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
年
度
は
、
森
林
組
合
系
統
の
「
森

林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造
運
動
」
の

藤原会長による挨拶藤原会長による挨拶

中部森林管理局長中部森林管理局長
宮澤俊輔様による祝辞宮澤俊輔様による祝辞議事の様子議事の様子

東
業
務
部
副
部
長
・
長
井
信
介
様
、
全

国
森
林
組
合
連
合
会
常
務
理
事
・
田
中

拓
洋
様
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
木
曽
森
林
組
合
・
神
村
光

雄
組
合
長
を
議
長
に
、
第
１
号
議
案
・

平
成
29
年
度
事
業
報
告
等
か
ら
、
第
12

号
議
案
・
役
員
退
任
慰
労
金
の
贈
呈
に

つ
い
て
ま
で
の
全
12
議
案
が
審
議
の

上
、
原
案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
は
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
10
名
の
理
事

と
３
名
の
監
事
が
当
選
し
ま
し
た
。

  

引
き
続
き
、
系
統
利
用
優
良
森
林
組

合
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
及
び
永
年
勤
続

職
員
表
彰
（
専
任
職
員
16
名
、
技
能
職

員
23
名
）
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
信
州
上
小
森
林
組
合
依
田
窪
支
所

長
・
久
保
航
太
様
か
ら
謝
辞
を
い
た
だ

き
、総
会
の
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
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永年勤続表彰登壇者の皆様永年勤続表彰登壇者の皆様

長野森林組合 川又徳久様長野森林組合 川又徳久様

県森連 小林敏樹様県森連 小林敏樹様

信州上小森林組合 久保航太様信州上小森林組合 久保航太様

長野森林組合 小川兼範様長野森林組合 小川兼範様

信州上小森林組合 佐藤とも子様信州上小森林組合 佐藤とも子様

松 本 広 域 森 林 組 合 信州 上 小 森 林 組 合
長　　　野 森 林 組 合 松本 広 域 森 林 組 合
北 信 州 森 林 組 合 長　　　野 森 林 組 合
上 伊 那 森 林 組 合 飯　　　伊 森 林 組 合
信州 上 小 森 林 組 合 佐　　　久 森 林 組 合

《木材販売事業》 《購買事業》
系統利用優良森林組合等感謝状贈呈名簿

勤 続 年 数 組 合 名 氏 名
南 佐 久 北部 高 木 俊 保
南 佐 久 北部 橋 本 清 人
南 佐 久 北部 奥 田 一 寿
信 州 上 小 梅 津 良 太
信 州 上 小 岩 崎 和 典
木 曽 山 下 文 夫
木 曽 加 藤 敏
長 野 徳 武 由 和
長 野 川 又 徳 久
北 信 州 片 塩 秀 樹
北 信 州 森 知 弘
栄 村 坂 井 広 男
南 佐 久 南部 佐 藤 直 次
信 州 上 小 北 原 翔
信 州 上 小 田 尻 芳 明
長 野 本 間 達 弘
長 野 峰 村 充 延
長 野 伊 藤 啓 太
長 野 徳 竹 正 樹
長 野 池 田 好 一
長 野 堺 悠 輔
栄 村 関 沢 眞
栄 村 阿 部 和 彦

10年以上

20年以上

永年勤続（技能職員）被表彰者

勤 続 年 数 組 合 名 氏 名
県 森 連 丸 山 久 富
県 森 連 小 林 敏 樹
長 野 小 川 兼 範
県 森 連 田 口 連 蔵
県 森 連 青 柳 良 宏

20年以上 信 州 上 小 久 保 航 太

10年以上

南 佐久 南部 林 裕 介
信 州 上 小 吉 池 和
信 州 上 小 土 屋 耕 司
信 州 上 小 佐 藤 とも子
長 野 西 澤 亮 太
長 野 河 野 行 和
北 信 州 尾 淵 義 輝
北 信 州 丸 山 幸 裕
北 信 州 小 林 和 江
県 森 連 中 山 卓 也

永年勤続（専任職員）被表彰者

30年以上

25年以上

中
間
年
に
当
た
り
、
引
き
続
き
、
目
標

達
成
に
向
け
て
掲
げ
た
重
点
事
項
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

運
動
に
掲
げ
た
安
定
財
源
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
36
年
度
か
ら

の
課
税
、
35
年
度
ま
で
の
間
は
特
別
会

計
に
お
け
る
借
入
れ
に
よ
り
財
源
を
確

保
し
、
森
林
整
備
の
た
め
の
市
町
村
の

体
制
整
備
に
合
わ
せ
て
譲
与
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
末
で
課
税
期
限
が
到
来

す
る
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
も
継

続
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
に
よ
る
非
違
事
案
を
受
け

て
実
施
し
た
、「
県
内
森
林
組
合
系
統

の
信
頼
回
復
に
向
け
た
行
動
宣
言
」
に

基
づ
き
、
公
正
な
会
計
処

理
の
徹
底
や
森
林
整
備
事

業
の
内
容
の
公
表
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
醸

成
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

を
、
研
修
会
の
開
催
や
専

門
家
の
指
導
助
言
な
ど
に

よ
り
継
続
い
た
し
ま
す
。来賓･会員多数のご出席をいただきました来賓･会員多数のご出席をいただきました
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 30 年度 平成 30 年度 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語続けよう 植えて育てて 緑の輪続けよう 植えて育てて 緑の輪

信州の緑と野鳥を守る会
一般社団法人

 理 事 長　小林  富夫

国立研究開発法人森林研究・整備機構 
森 林 整 備 セ ン タ ー
長 野 水 源 林 整 備 事 務 所

長 野 県 水 源 林 造 林 協 議 会
所　長　山 崎  英 志

会　長　中 村  武 雄

信州木材認証製品センター
副理事長　齋藤 　廣
副理事長　滝澤 栄智

専務理事　宮﨑 広雄
事務局長　松本 寿弘

理 事 長　宮崎 正毅

長 野 県 猟 友 会
一般社団法人

会　  長　竹入  正一

長野県山林種苗
　　　協同組合

理 事 長　冨澤  修一

長野県木材協同組合連合会
理 事 長　宮崎 正毅
副理事長　佐原 良彦
副理事長　都築 　透
副理事長　大久保陸男

副理事長　岡 健一郎
副理事長　麦島 照幸
専務理事　宮﨑 広雄
事務局長　松本 寿弘

林業・木材製造業
労働災害防止協会 長野県支部
支 部 長　宮崎 正毅
副支部長　滝澤 栄智

専務理事　宮﨑 広雄
事務局長　大屋 博利

長野県林業労働財団
長野県林業労働力確保支援センター

一般財団法人

中 村　 慎理 事 長

長野県林業団体協議会
副 会 長　宮崎 正毅 副 会 長   木下 　修

会　  長　滝澤 栄智

長野県森林組合連合会
副 会 長   林　 和弘

代表理事会長　藤原 忠彦
代表理事専務　髙田 幸生

一般社団法人

長野県林業センター
理 事 長　藤原 忠彦
副理事長　宮崎 正毅

副理事長　木下 　修
常務理事　 塩入 　茂

長野県治山林道協会
会　 長　羽田 健一郎 役職員一同

長野県森林組合長会
林　 和 弘会 長

長野県造林協会
会 　 長　藤原  忠彦

長野県林業
　薬剤防除協会

会 　 長　牧　　司

長野県林業コンサルタント協会
一般社団法人

羽田 健一郎理 事 長

〝森林・林業の総合アドバイザー〝
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 30 年度 平成 30 年度 
育樹運動標語育樹運動標語育てよう 日本の緑 つながる笑顔育てよう 日本の緑 つながる笑顔

松本地域森林林業振興会
役職員一同

下伊那山林協会
役職員一同

上伊那山林協会
役職員一同

諏訪地域森
も り

林づくり
・林業振興会 役職員一同

木 曽 山 林 協 会
会　長 役職員一同貴 舟　 豊

佐久森林林業振興会
役職員一同

長野地方緑化推進委員会
会　長 伊藤  博文 役職員一同

上小林業振興会
会　長　羽田 健一郎 役職員一同

北信木材生産センター協同組合
専務理事　小林 　健

長野市大字穂保字中ノ配 342

代表理事　竹下 元治

木曽木材生産事業協会
木曽郡上松町荻原中島 1579-3

会　　長　神田 清二
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 30 年度 平成 30 年度 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語続けよう 植えて育てて 緑の輪続けよう 植えて育てて 緑の輪

一般社団法人

長野林業土木協会
　役員一同木  下 　 修 会 長

本社　長野市稲葉2413 3　☎026 224 8708

代表取締役社長 洞　 和雄

日本林業土木株式会社
長野出張所 所　長　竹内 正比古
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-227-6185

株式会社 長 野 林 友
代表取締役　清水  信之

長野市大字稲葉 2413-3　☎026-226-7741

長野国有林森林整備協会
副 会 長

長野市稲葉母袋沖 612-2
会　  長　花見 隆夫 林　 和 弘

株式会社 森林テクニクス
長野市松岡 1-16-34　☎026-214-9271

長野支店

㈱中部森林技術コンサルタンツ
 長野支店

支 店 長　長谷川　洋
長野市稲葉中千田沖 2040-2　☎026-224-8710

一般財団法人

日本森林林業振興会 長野
支部

支 部 長　土田 　薫
長野市大字稲葉 2413-3　☎026-226-0915

株式会社 モリレン長野
代表取締役　田中 髙德

損害保険代理店・環境事業計画施工・墓石

一般社団法人

日本森林技術協会
長野事務所 所　長　井上　康
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-217-2660

南佐久北部森林組合
佐々木 定男代表理事

組 合 長

南佐久南部森林組合
藤原  忠彦代表理事

組 合 長

レストラン　四季の味　樹木里

南佐久中部森林組合
黒澤 和夫代表理事

組 合 長

信州上小森林組合
役職員一同

緑の担い手

倉沢 明人代表理事
組 合 長

佐 久 森 林 組 合
役職員一同

緑を育て山を守る

山岸 喜昭代表理事
組 合 長

おてんま傷害保険

〈取扱代理店〉
　㈱モリレン長野

生産森林組合・集落等の作業従事中　傷害補償制度

長野県長野市中御所岡田町30-16
TEL 026（267）6636　FAX 026（226）2225

（管理下中における傷害のみ補償特約付帯普通傷害保険）

加入のおすすめ
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 30 年度 平成 30 年度 
育樹運動標語育樹運動標語育てよう 日本の緑 つながる笑顔育てよう 日本の緑 つながる笑顔

木 曽 森 林 組 合
神村 光雄代表理事

組 合 長

木曽南部森林組合
役職員一同坂家 重吉代表理事

組 合 長

松本広域森林組合
役職員一同中村 善行代表理事

組 合 長

北信州森林組合
役職員一同中山 稿一代表理事

組 合 長

栄 村 森 林 組 合
役職員一同桑原 重雄代表理事

組 合 長

長 野 森 林 組 合
役職員一同酒井 美明代表理事

組 合 長

諏 訪 森 林 組 合
役職員一同

上伊那森林組合
役職員一同

もりもり上伊那

白 鳥　 孝代表理事
組 合 長

和 合 森 林 組 合
役職員一同村澤 博光代表理事

組 合 長

根羽村森林組合
役職員一同

信州根羽すぎ・根羽ひのき

大久保 憲一代表理事
組 合 長

下伊那郡根羽村 407-10

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木）国有林土場等活用委託販売市売日
花まつり
第44回全木協連優良
国産材製材品展示会
4月21日（土）

春季謝恩市
4月24日（火）

4月 5日（木）
春季謝恩市
4月25日（水）

4月17日（火）

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

４月の市売りのご案内４月の市売りのご案内

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

南木曽町森林組合
藤原 和年代表理事

組 合 長 役職員一同

役職員一同

飯伊森林組合
林　 和弘 古田 芙士代表理事

組 合 長
代表理事
顧 問

吉澤 悦史常務理事
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